




近年あまり研究・考察の対象となっていないが，経済学の中に「労働価値説(論)， labor value 




























































































































とはできない (Petty[1662] p.51. 1 90ページ)0 J r諸物品の相対的優良性を，貨幣という共通
の標準によってではなしに，相互比較によって既述すべき (Petty[1662] p.50. 1 88ページ)J 




銀 lオンスを獲得できるのに 3 同じ労働時聞が費やされていたとする。この場合 1ブッシェ
ノレの穀物は銀 1オンスという価格で取引される。ある時，安易に採掘できる鉱山ができ，今ま
で銀 1オンス獲得できていたのと閉じ労働時間で，今度は銀2オンスが獲得できるようになっ
た。こうなると 1ブッシェノレの穀物は銀2オンスという価格での取引になる (Petty[1662] 










































この点そベティの主張で確認してみよう。(彼の場合，価値と価格が混在しているのだが (19) ， ) 
「牧草の価値は，この土地の近くに住む人民数の多少，ならびにかれらの生活がぜいたくか，
つつましいかによって多くもすくなくもなるのである。否そればかりではなく，これら人民の
社会的・自然的・宗教的見解にしたがって多くもすくなくもなるのである (Petty[1662] p.90. 
/88・89ページ)0 J r (価値が〕自然的に高し、か安いかは，自然的必需品 (necessariesof N ature) 
の生産に不可欠な人手の多少に依存すること， [中略]また同時に，気候に左右されて，世人が
必然的にあるいは多く，あるいはすくなく， [穀物を〕消費する気になるに応じて〔穀物価格も
上下するJ(Petty [1662] p.90. /155ページ)0 J r目新しさ・驚き・高貴な人たちの手本・調査
しがたい結果についての評価のために，物の価格は増加したり下落したりもする (Petty[1662] 









































































成する実体lすなわち労働の，分量によってである。J(Marx [1867-901， Band 23， 8.53. /第 1分冊，
66ページ。) r商品の価値とはなにかワ 商品の生産に支出される社会的労働の対象形態
(Gegenstandliche Form)である。また，われわれは，この価値の大きさをなにによってはかるのか?













問書では，シュンベーター自身が価値原理 (Wertprinzip，p.53. I 131ページ)として立脚する効用・希
少性に対して，労働価値説的ニュアンスには， r労働説 (Arbeitstheorie)J (p.56. I 121ペー ジ)， r費用
原理 (Kostenprinzip)J (pp.57・.I 122ページ以降)なる語が多用されている。それから約 50年後のシ
ュンベーター [1954Jの著作では， r労働(数)量価値論 Oabor-quan七itytheory of value) J (p.590， 598. 
I p.1241， 1258ページ)なる語が使用されている。断定はひとまず控えるが，この時期とこれらの語が
「労働価値説」なる定義語句に先導する時期と語なのであろうか。
(9)例えば， 8chumpeter [1954J p.1259. I 7巻， 114ページ。平瀬 [1979J41ペー ジ。










げると， Petty[ 1662，1664，1690， 1691， 1695J，稲村[2002]，渡辺[2000J鈴木[1991J，松川[1977，1952J，
馬渡 [1975，1997J。
(13)ペティのこの有名な指摘は，当時のまたそれ以前(古くはアリストテレス)からの思想であって，理
論化したのがベティという。これらの点に関しては，Petty [1899] pp.377・378./(邦訳なし)，松)1[1977J 
383ページを参照。










しい。またこのアリストテレスに関するマルクスの有名な指摘として， Marx [1867-90]， Band 23， 
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